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（ 5 ） 【節】　母国で実弾所持は日常化していても、日本では重大犯罪。昨季まで韓国で
プレーしていたとはいえ、球団は来日前に指導を徹底すべきだった。（朝日新聞
2016.0223）。










































































































































































































































































































































































































































合」（ 3-2 ）、「pが後件の事態の時を表す場合」（ 3-3 ）、「pがメタ言語的前置きを表す場合」
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